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日建連 会員一覧

[ 正会員 ]

（法人会員） ㈱奥村組 五洋建設㈱ 大豊建設㈱ 西松建設㈱ 前田建設工業㈱ ㈱ヤマウラ

アイサワ工業㈱ 奥村組土木興業㈱ 佐田建設㈱ 髙松建設㈱ 日特建設㈱ 前田道路㈱ ㈱山田組

青木あすなろ建設㈱ オリエンタル白石㈱ 札建工業㈱ ㈱竹中工務店 ㈱ＮＩＰＰＯ ㈱増岡組 ユニオン建設㈱

あおみ建設㈱ ㈱ガイアート 佐藤工業㈱ ㈱竹中土木 日本道路㈱ 松井建設㈱ ㈱横河ブリッジ

㈱淺川組 ㈱加賀田組 三軌建設㈱ 多田建設㈱ 日本国土開発㈱ 松尾建設㈱ 吉川建設㈱

㈱淺沼組 ㈱鍜治田工務店 シーエヌ建設㈱ ㈱田中組 ㈱ノバック ㈱松尾工務店 ㈱吉田組

㈱新井組 鹿島建設㈱ ｼﾞｪｲｱｰﾙ東海建設㈱ ＴＳＵＣＨＩＹＡ㈱ 萩原建設工業㈱ ㈱松村組 寄神建設㈱

荒井建設㈱ 鹿島道路㈱ 清水建設㈱ 鉄建建設㈱ ㈱橋本店 松本建設㈱ ライト工業㈱

㈱安藤・間 株木建設㈱ ショーボンド建設㈱ 東亜建設工業㈱ ㈱長谷工コーポレーション 馬淵建設㈱ りんかい日産建設㈱

池田建設㈱ 川田工業㈱ 新日本建設㈱ 東亜道路工業㈱ ㈱ハンシン建設 丸磯建設㈱ 若築建設㈱

勇建設㈱ 北野建設㈱ 新谷建設㈱ 東急建設㈱
ピーエス･コンストラクショ
ン㈱

丸彦渡辺建設㈱ （141社）

石黒建設㈱ 九鉄工業㈱ 西濃建設㈱ 東鉄工業㈱ ㈱久本組 ㈱丸山工務所

伊藤組土建㈱ 共立建設㈱ 西武建設㈱ 東洋建設㈱ 菱中建設㈱ 三井住友建設㈱

岩倉建設㈱ ㈱クボタ建設 ㈱錢高組 ㈱トーヨー冨士工 深田サルベージ建設㈱ 宮坂建設工業㈱

岩田地崎建設㈱ ㈱熊谷組 仙建工業㈱ 徳倉建設㈱ ㈱福田組 宮地エンジニアリング㈱

㈱植木組 京王建設㈱ 第一建設工業㈱ 戸田建設㈱ ㈱藤木工務店 みらい建設工業㈱ （団体会員）

梅林建設㈱ 京王建設横浜㈱ 大旺新洋㈱ 飛島建設㈱ 不二建設㈱ 村本建設㈱ (一社)日本道路建設業協会

大木建設㈱ 京急建設㈱ 大末建設㈱ ㈱巴コーポレーション ㈱フジタ 名工建設㈱ (一社)海外建設協会

㈱大林組 広成建設㈱ 大成建設㈱ ㈱ナカノフドー建設 双葉鉄道工業㈱ ㈱森組 (一社)土地改良建設協会

大林道路㈱ 公成建設㈱ 大成ロテック㈱ ㈱中山組 ㈱不動テトラ ㈱森本組 (一社)日本埋立浚渫協会

㈱大本組 ㈱交通建設 大鉄工業㈱ 奈良建設㈱ ㈱北都組 ㈱守谷商会 (一財)日本ダム協会

㈱岡谷組 ㈱鴻池組 大日本土木㈱ 南海辰村建設㈱ ㈱本間組 矢作建設工業㈱ （5団体）

[ 特別会員 ]

オーバーシーズ・ベクテル・インコーポレーテッド ＪＦＥエンジニアリング㈱ 日鉄エンジニアリング㈱

カナデビア㈱ レンドリース・ジャパン㈱ 三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱
（6社）
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総合建設業の主要団体
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＜日建連団体会員＞

（一社）日本道路建設業協会

（一社）土地改良建設協会

（一社）日本埋立浚渫協会

（一財）日本ダム協会

道
路

農
業

埋
立

ダ
ム

海
外

（一社）海外建設協会

建
築

旧（社）建築業協会（BCS）

土
木

旧（社）日本土木工業協会（土工協）

■大手建設業者および建設業団体の連合会

【会員】法人会員１４１社、特別会員6社
団体会員５団体(傘下法人約300社)

※平成23年４月、日本建設業団体連合会と、

旧日本土木工業協会（土工協）、

旧建築業協会（BCS）の３団体が合併

（一社）日本建設業連合会（日建連）

■中堅建設業者を代表する全国団体

【会員】法人会員2６社、賛助会員８社

■各都道府県建設業協会により構成する全国団体

【会員】都道府県建設業協会４７団体

（傘下法人約18,968社）、賛助会員４社

（一社）日本建設業経営協会（日建経）

■中小建設業者を代表する全国団体

【会員】団体会員33団体(傘下企業約2,４00社)

（一社）全国中小建設業協会（全中建）

各都道府県建設業協会

専門工事業団体、その他

■建築分野の大手建設業者団体

■土木分野の大手建設業者団体

【会員】168社

【会員】４５社

【会員】２８社

【会員】93社

【会員】正会員52社 賛助会員70社

（一社）全国建設業協会（全建）



日建連会員企業の受注シェア、内容
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スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 6はじめに

はじめに

建設業は、いつの時代にあっても、その時代の文明を支え、文化をつくってきました。それは今後も変わることはありま

せん。

我が国は、これから、本格的な人口減少時代を迎えますが、その中にあっても、活力に満ちた豊かな社会を目指して、新

しいまちづくりや、住まい、店舗、インフラなどの整備が行われることでしょう。

そうした新しい時代のニーズに対して、建設業は、しっかりと応えていかなければなりません。万が一にでもその供給力

に不足をきたすようなことになれば、国民の暮らしや経済が立ち行かなくなってしまいます。

そのようなことが起きないよう、建設業は、様々な課題を克服して、明るい未来に貢献していきます。特に最近のAI・デ

ジタル技術の進歩には目覚ましいものがありますので、これを活用して、建設現場をスマートな生産の場へと大きく変革し

ていきます。また、同時に働き方の柔軟化も進め、若い人や外国人から魅力的な産業として選ばれるようにしていきます。

本ビジョンのタイトルである「スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く」には、そうした想いを強く込めています。

本ビジョンの策定には、日建連の総合企画委員会等の構成委員をはじめ、外部の有識者や関係機関などの多くの関係者に

ご協力をいただきました。ここに改めて感謝の意を表します。

本ビジョンが、建設業の中長期的な方向を示す共通の指針として、建設業に関わる多くの関係者にとって活動の手がかり

としていただければ、望外の幸せであります。

2025年7月

一般社団法人 日本建設業連合会 会長



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

すべてのサプライチェーンにおけるWin-Win関係の構築 

基盤

けんせつのチカラの強化 選ばれる産業への変革

7はじめに

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

第Ⅲ部 常に推進すべきこと

2050年の時代の概観
（8つのトレンド）

2050年の
建設業の役割

2050年の

建設業の姿

人口減少
高齢化の進展

デジタル・AI技術の
本格展開

働く場所や
時間の多様化

災害激甚化
インフラの

リストラクチャリング
カーボンニュートラルな

社会の実現
国際情勢の

影響
人類未踏領域への

進出

普遍的使命 更なる使命

‰ σṪ ʾṪ Ϭⱱν

プロフェッショナルの
集合体

σṪ ᶗ π
ІЫ˔Еτ ▀βϥ

次世代現場

ӗ ʾӗ ᵓχזּ

守り手

χϘκʺ⁯ʺ ᵦʺ
ТкрГϰϯϬ Ψ

イノベーター

2035年の見通し

コンプライアンスの徹底 安全対策の徹底 建設業の魅力の発信

❶人類の文明・文化を支える
❷国民の暮らしや生業を支える
❸地域に寄り添う

❶国民の安全・安心を守る
❷豊かな地域、国、世界づくりへの貢献
❸持続可能な地域、国、世界づくりへの貢献
❹人類未踏領域進出への貢献

建設投資額（名目値） 技能労働者不足見込み

84.3 兆円 129 万人
生産性向上と入職者の増加により克服

未来予想図

Å異次元の処遇改善
Å人材育成の抜本的強化
Å多様な人材活躍

Å生産性25％向上
Å多様化する新たな社会的課題解決への貢献



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

8第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

国際情勢の影響 人類未踏領域への
進出

働く場所や
時間の多様化

災害激甚化

インフラの
リストラクチャリング

カーボン
ニュートラルな

社会の実現

人口減少
高齢化の進展

デジタル・
AI技術の本格展開

第１章 2050年の時代の概観



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 9第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

Â 人類の文明・文化を支える Â 国民の暮らしや生業を支える Â 地域に寄り添う

普遍的使命

Â 国民の安全・安心を守る Â 豊かな地域、国、世界づくりへの貢献

Â 持続可能な地域、国、
世界づくりへの貢献

Â 人類未踏領域進出への貢献

ὺ Ộψʺ←ᵲχỌӧΤϣ⁯ χ ρ∞▀Ϭ
︢ϥθϛʺ☼ Ϟ ẛʾ ọτ σ ᶤ
Ϭᴮθβʻ

ὺ Ộψʺ⁯ ᵰπʺṪ ϬΩ ᾢτᶨΤΰ
οʺ ʺϱрТж™ ʺ ọ⁯ χ
Ϭכ◦ Ξʻ

ὺ Ộψʺ ϞⱢᾛ ḕτӪ τ︡Ϥ
ϚρρϜτʺⱱ ᴦ σּזᵓχםᾝϒ⁯∑ τ
Ϝ‟ᾅβϥʻ

χ τΚμοϜʺ☼ χὺ ϞӲⱱ
ψʺὺ ỘχṪ σΨΰοψσΰΠσΜʻά

άπϜὺ Ộψ Φσ‟ᾅϬβϥʻ

更なる使命

第２章 2050年の建設業の役割



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 10

高度な技術・技能を持つ

プロフェッショナルの集合体

安全・安心社会の

「守り手」

飛躍的な技術革新でスマートに生産する

次世代現場

未来のまち、国、世界、フロンティアを拓く

「イノベーター」

Å Ṫ χיּ ψϢϤ ᴟΰʺ‰Ṫ ʾ‰ σ
ФкТϴАЄдЗиσϜχτ

Å ϷТϰІΤϣкЩАЕϬקᶖḚ

Å Ṫ ρṪיּ χיּ ›ϞЫиЎЌІϼᴟχ

Å ᴠ ἋḧϞקᶖ⌠ỘχםᾝπʺⱧỘ ᵫΥЩ˔ЍйІτ

Å ὺ ϞⱢṐ∙χῬỘᴟʾṛᶊᴟʾЯЅв˔иᴟΥ ẉ

Å ḁ ꜛ ☼ῬτϢϤʺⱲḧϞ ῙχֲốΥΩ ᾢτ

Å ▀ʾᾝ ☼Ῥ ꜠ψʺФйЬϯЭσὺ ϬẐ
ϛϥ᾽ẁ ΰΪχ‰ᴣ χЂ˔РІτ

Å Ṫ Ϭᶨ ΰθ ἷχЮрГЗрІχם☼

Å ←ᵲⱲτῲӽᴂכ Ϭ 

Å Ḿᾑ πχקᶖ ⌠τϢϥ σ ẛϬםᾝ

Å ‰῟ σ ▀ФкЈІτϢϥ ṍ ọϬםᾝ

Å ᵓזּ ᴿ τὺ ỘΥḼᵊʾᵫ ʾְ֫χ ᵬπ‟ᾅ

Å Ṫ π ᵦχⱱ σ Ϭ

Å ӽπὺ ỘΥ Ṫ ằ

第３章 2050年の建設業の姿

AIやロボットの活用によるデジタル化が進展

建設業従事者の役割・作業環境・労働条件、生産体制が抜本的に変革

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 11

第４章 未来予想図

日建連では、2050年に日本経済を担っている若者（2024年4月1日現在10歳～35歳）から

『建設業の未来の姿』を広く募集した。

その結果、1,543件の応募があり、これら全体をAIを駆使して統合し、

現代の若者が描く夢や希望の集合体として取りまとめたものが「建設業の未来予想図」である。

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 12

国境や人種、言語を超えたボーダーレスなデジタル空間で、
3Dホログラムによりまちづくりが検討されている。

（１）仮想空間を介したボーダーレスな事業展開

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

第４章 未来予想図



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 13

危険作業を全てロボットが担い、建設現場での死傷病災害ゼロが実現する。

（２）先進的かつ安全（死傷病者ゼロ）な職場環境の実現

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

第４章 未来予想図



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 14

（３）リモート管理、マルチタスク化

ロボットマネージャーの指揮のもと、現場作業はロボットが行う。
オフィスではディレクターが様々な建設現場をリモート管理している。

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

第４章 未来予想図
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（４）未踏領域への挑戦（月面施工）

技術の発展により宇宙開発が進み、月面でも様々な建設物が整備されている。

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

第４章 未来予想図
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（５）未踏領域への挑戦（宇宙空間での施工）

建設業の領域は大きく広がり、宇宙空間における建設プロジェクトで大きな役割を果たしている。

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する

第４章 未来予想図
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（６）ドローン、AI等の活用による快適・安全社会の実現

未来都市の上空にはドローンが飛び、都市全体をモニタリングしている。
災害発生時には住民の最適な避難ルートを通知する等、安全・安心な生活を支えている。

第Ⅰ部 2050年に向けて建設業はさらに進化する 17

第４章 未来予想図
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2035 年の

見 通 し

技能労働者数 技能労働者不足見込み必要技能労働者数

建設市場および担い手の見通し 2025年度 2035年度

建設投資額 (名目値) 68.5 ד 84.3 ד

技能労働者数 (予測) 299 264

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

第１章 2035年における建設市場及び担い手の見通し

84.3 兆円 129 万人264 万人 393 万人

建設投資額（名目値）

生産性向上 入職者の増加

技能労働者不足見込み 生産性向上による不足解消数 入職者増加による不足解消数

129
98 i-Construction2.0 実現ケース 31

61 日建連過去10年と同程度のケース 68
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第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

第１章 2035年における建設市場及び担い手の見通し

2025年度 2030年度 2035年度

建設投資額

実質値 58.4 ד 64.9 ד 67.6兆円

名目値 68.5 ד 79.0 ד 84.3兆円

建設市場規模の予測 （実質値は2015年の物価水準に引き直して算出している：2015年基準実質値）

̞ ᵤЕжТ Ϟ ᴞ χẢ σ←ᵲτ Ξ ẛʺ ọ ψ τ ϦοΜσΜʻσΣʺˮⱢ▀ χ ᵲˢ ← ˣ˯ψʺ
ᵤЕжТ π224.9 ʺד ᴞ π47.4 ρד ὓήϦοΜϥʻ

ᶕ ˮ ṍχὊↄ∞ τḩβϥ♯▄˯(2023 7Ὦ25 )χˮ ʺᾝϾ˔І˯τṁξΨם
ˢԁ∞ˣὺ Ὂↄᾆẕ χ2024 3Ὦ Ϭ► ʻ

2025 ˙2030

2035年の建設市場規模の予測に当たっては、以下のデータをベースに算定した。

╣ UFJзЂ˔Ў̍ЀрЂиГϰрϽ ˮ Ὂↄχ ṍᾋ ΰ(2023˙2035 )˯χGDP
ρ χᶤ›πὺ ◕ Υ βϥρ ʻˢלם 0.8̋ʺ 1.3%ˣ

2031 ˙2035

コラム：経団連試算は日建連試算を大きく上回る

2024 12Ὦʺˢԁּזˣ Ὂↄ ›ᵓΥˮFUTURE DESIGN 2040˯Ϭ ΰʺᵠᶗםᾝϾ˔ІτΣΪϥ2040 χ

GDPϬ1,006 ῝ρβϥ♯▄Ϭד ΰθʻ

῝ ήϦθלםGDP χϽжТΤϣʺ2035 χὺ Ɫ(לם )Ϭ βϥˢGDP ρ χὺ ◕ χ Ϭ ˣρʺ

Ṝχ67.6 Ϭד ΦΨ ᵕϥ69.3 ρσϥʻד

（１） 2035年における建設市場の見通し

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 19



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

（２） 2035年における担い手の見通し

技能労働者数の予測 2025年度 2030年度 2035年度

技能労働者数 299 280 264万人

ự ʺὺ ỘχṪ χᾚיּ ψ ▀Ộρ ᶓΰοϜ ΰΨʺ ⁭σ ệτΚϥʻ

₈ῇχṪ יּ ΥςχϢΞτ ӱΰοΜΨΤτνΜοψ ϬẨήσΜ ϜΚϥΥʺ РЅдр⌠ τ θμοψʺϘγψ

ự10 ḧχṪ יּ χ ỡᾚ ˢ ỡ1.26̋/ ᾚ ˣϬЦ˔Іτ ΰθʻˢ ▀Ộ Ộּי ỡ0.64%/ ᴥˣ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 20
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（３）2035年における技能労働者必要数の推計

技能労働者必要数

2025年度 2030年度 2035年度

321 367 393万人

̞ Ṝ ψ ⱲϬ ΰοΣϤʺ ᵤЕжТ Ϟ ᴞ χẢ σ←ᵲΥ ΰθ ›τ ρσϥṪ ψיּ τ
ᴥβϥρᾋ₅ϘϦϥΥʺζϦϣψᾋ₅ϭπΜσΜʻ

2035年の技能労働者必要数の予測に当たっては、以下のデータをベースに算定した。

2023 χὺ Ɫτ ΰʺṪ Υ1.58̋יּ ˢ⁯ ῖ ˮὺ ẚ ₰Ὣᴮ˯τϢϥ2023 ỡ ˣΰοΜϥ

ϬЦ˔Іρΰο♯▄ʻ

ự χֿיּבχˮὺ Ộ Ϧ˯χ ệψ ⁭πΚϤʺζχ Φσ χϋρνΥ Ⱳḧ τΚϥʻὺ ỘϬⱱ ᴦ σϜχτβ

ϥθϛτψʺϘγψάχ ệϬ βϥ ΥΚϤʺ ♯▄τΚθμοψʺὺ ỘχṪ χיּ ỡ ⱲḧϬ Ộρ

ρβϥάρϬ Ὧρΰθʻ

̙ ḧ Ⱳḧ ˢ ӡʿⱲḧˣ

̞ Ộχ ⱲḧτνΜοψʺ2004 ˙2023 χ ỡᾚ ϢϤ

2025年度 2030年度 2035年度

建設業 1,959 1,911 1,862

製造業 1,907 1,884 1,862

参考：経団連ベース

Ὂ ϢϤ2024 12Ὦτ῝ ήϦθˮFUTURE DESIGN 2040˯τϢϥρʺGDPψˮᵠᶗםᾝϾ˔Іπ2̋לםʺ 3̋ χ

Υםᾝ˯βϥρχ♯▄ὫᴮΥ οΜϥʻ ᵺ♯▄Ϭṁτ2035 τΣΪϥṪ χיּ Ϭ ὓβϥρ403 ρσϤʺ

ὺ ᾋ ΰ393 ϢϤήϣτ Υᶈ βϥʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 21
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15.0 

56.6 

98.1 

8.9 

34.3 

60.8 

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

2023 2025 2030 2035
i-Construction2.0Ц˔І ᵃẠ10 χ ὺ ˮ ▀ ΰ ˯Ц˔І

ˢ ˣ

（４）2035年における技能労働者不足見込みとその対応

現状のまま、特段の施策を講じなければ、2035年度、技能労働者数は約129万人不足する。

技能労働者数 技能労働者必要数 技能労働者不足見込み

264 393 129万人

❶ 生産性の向上

⁯ ῖ ΥἿΫϥ iˮ-Construction2.0ˢ2040 Ϙπτὺ ᾝ χ ▀ Ϭ50̋ΰ ˣ˯Υםᾝΰθ ›ʺ129 χṪ יּ

ᾋ₅ϙχΞκʺ約98万人χ Υᵔ ήϦϥρ ήϦϥʻԁ ʺ ὺ χ ₰τϢϥˮᵃẠ10 ḧχ ▀ ΰ ˢ15% ˣ˯

Υ₈ῇϜὋ ΰθ ›ʺ約61万人χṪ יּ χᵔ τ Ϙϥᴦ ϜΚϥʻ

生産性向上による技能労働者不足解消

生産性向上による
不足解消

技能労働者 129万人の不足見込み

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 22
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❷ 入職者の増加

技能労働者不足見込み 生産性向上による不足解消数 入職者増加による不足解消数

129
98 i-Construction2.0 実現ケース 31万人

61 日建連過去10年と同程度のケース 68万人

2035 τΣΜο βϥˮ129 χṪ יּ ᾋ₅ϙ˯τνΜοψʺᴠτˮi-Construction2.0˯ΥםᾝΰθρΰοϜʺ31万人

Υ ΰοΣϤʺ ὺ χᵃẠ10 ḧρ χ ▀ χΰ χ ›πψ68万人χ ρσϥʻ

イ）若者を建設業に

άχᴿ ᵔὨχθϛτψʺὺ ỘᵦΥԁḮρσμο 4Kχ Ϧϥὺ Ộχ  τ ϛʺ χיּ σ ᴥϬ ϥ ΥΚϤʺ

ὺ Ộχ Ϭᾋ ΠϦωʺπΦϥιΪֿב χ ᴥτ βϓΦπΚϥʻ τʺ Υ100 ϬӲⱱβϥάϦΤϣχ10

ḧϬΩῇχЎарІρ Πʺ Ἆᵠ τ ϛʺֿיּבϬΩ ᾢὺ Ộᵦτ︡Ϥ₅ϭπΜΨʻ

ロ）外国人から選ばれる建設業に

τЌ˔ϿАЕϬ‒μθ ›τψʺ Ṝ ˢ31万人～68万人ˣχᵔ ψ₉ πΚϤʺὺ Ộχⱱ ᴦ ϜḾΞΜʻ

νΜοψʺᵰ⁯ τνΜοϜ ρ τ σ Μ︣ρ ΠʺӾ Ϭ ῟τᶨ ΰʺ χϙσϣγʺᵰ⁯ Τϣ

ωϦϥὺ ỘρσϥḕẽϬʺḂ ԁḮρσμο βϓΦπΚϥʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 23
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スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

コラム：適正な条件による発注がなされる限り、当面、施工体制の確保は、問題なし

Ṫ χᾚיּ ἱΰτḩΰοʺ︠ρΰο῝ẶῬⱧχ Ϭ τ☼Ῥ Υ ΰοΜϥρếԏτὫ ξΪϥ Υԁ τΚϥ

ΥʺάϦψ θϣσΜʻ

ὺ Ɫᶛψʺ 4 ΥС˔ϼπΚμθΥʺᾝ∕ρ ᶓβϥρʺṪ ψ408יּ Τϣ304 ρ 25̋ᾚ ΰοΜϥχτ

ΰʺὺ Ɫᶛˢלם ˣψΣϢζ40̋ựΨϜᾚ ΰοΜϥʻṪ ͍יּ θϤχὺ Ɫᶛπϙϥρʺ2,287 Τϣ1,896ד

ϒρד τᾚ ΰοΜϥʻ τ―ΠοϙοϜʺС˔ϼⱲτ ϓοʺ☼Ῥ ΥᾗΰΨσμοΜϥάρψσΜρΜΞάρΥϩ

ΤϥπΚϧΞʻᴥΠοʺάχḧχὺ ỘτΣΪϥ ᴟσςχ ▀ ψʺ ΰ ΰοΜϥʻ

ᶎΤτʺᾝ ʺԁ χᵫ ӛὯτΣΜοʺṪ χᶎיּ Υ₉ σθϛἸ τ♩ϣσΜσςχ ϜΚϥΥʺⱧχ ψζΞπψל

σΨʺῬṍϞ Ỳσςχ ὯΥ◕ χם τ ΰοΜσΜθϛτʺἸ τ♩ϣσΜχπΚμοʺζάϬᾋᵃέΰοψσϣ

σΜʻ

ԁ ʺ χ τ Ϭ αϦωʺὊ χᵰ Ṑḩψʺ₈ῇʺ ὊↄψḜϞΤσ Ϭ Ϊϥρχ ϬꜘΰοΜϥ ʺ←ᵲ

χὣ ᴟϞϱрТжχ ẏᴟτṞԍΰθּזᵓⱢ χ ʾӲⱱḚ χИ˔Їψʺ₈ῇήϣσϥ ᴥΥᾋ₅ϘϦοΣϤʺ⁯ χ

ϣΰʺὊↄᶨ ʺϱрТжχИ˔Їτὺ Ộψ ᶎτᴂΠοΜΤσϦΪϦωσϣσΜʻΰΤΰσΥϣʺὺ ỘτᾢϣγʺάϦΤϣ

χ ▀ ῢψ σᾚ Υ ήϦοΣϤʺρϤϩΪ‰ Ộּיχᶤ›χ‰Μὺ Ộπψʺ χ Μ︣ᶎ Υ Φσᴿ

ρσϥʻάΞΰθ χ ệϬ βϦωάζʺζχ ΠρΰοʺάϦΤϣχ10 ḧπʺḂ ϬấΫοʺ ▀ ΰ Ϟ Μ︣ᶎ

τ χᶐΈπ︡Ϥ ϭπΜΤσΪϦωσϣσΜχπΚϥʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 24
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スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

地域社会・国への貢献
（まちづくり、エネルギー）

世界への貢献

25第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

建設現場における施工の
オートメーション化・スマート化

デジタル技術を活用した
建設プロセス全体にわたる

省人化・省力化

地球環境の保全への貢献

第２章 けんせつのチカラの強化

生産性
向上

多様化する
新たな

社会的課題の
解決への貢献

技術のチカラで目指す２つの方向性

～技術のチカラで「生産性向上」と

「新たな社会的課題の解決」を実現 ～



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 26第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

Å 老朽化したインフラの長寿命化χ
θϛχṪ ӛ

Å 都市のエコシステム化ϒχṪ ‟
ᾅ

Å 「カーボンニュートラル」χםᾝ
τΰΪθ ὓʺ☼Ῥ ᶆ ᵬπχ
︡ ϙ

Å ネイチャーポジティブの実現τΰ
Ϊθὺ ᶨ ︣ χᾆẕᵫ ρ
ẉ

Å アジア・アフリカ ӽϒχלχ‰Μ
ϱрТж ằ

Å 「課題先進国」日本χὺ Ộρΰοʺ
環境、エネルギー、交通、災害 χ
Ṫ ϞЛϳМϳϬ ᵰ⁯τ ằ

第２章 けんせつのチカラの強化 ～技術のチカラで「生産性向上」と「新たな社会的課題の解決」を実現 ～

生産性向上具体的方策

Å 工業化（プレキャスト化、3Dプリント等）・規格化χ

Å 自動運転技術・自律型重機等χ σς

建設現場における
施工のオートメーション化・スマート化

Å BIM ／CIMʺXR技術、ドローン、ロボットχᶨ

デジタル技術を活用した
建設プロセス全体に亘る省人化・省力化

多様化する新たな社会的課題の解決への貢献具体的方策

地域社会・国への貢献
（まちづくり、エネルギー） 地球環境保全への貢献 世界への貢献

目標 2025年比で、生産性を25％向上

目標 施工段階におけるCO₂排出量を2013年度比60%削減



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

異次元の処遇改善 人材育成の抜本的強化

多様な人材活躍

27第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

第３章 選ばれる産業への変革 ～新4Kの実現～

若者や外国人から選ばれる産業
となるための三本柱

新4Kの実現
Å給与が良い

Å休暇がとれる

Å希望がもてる

Åかっこいい



ҥϐ

ṕ Ṗ

全産業と差額
76万円

28
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スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 30第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

Å ỘᵦϬấΫοˮ土日祝日（夏季、年末年始休暇を含む）一斉閉所運動˯Ϭ ᵫ

Å 労働規制の柔軟化ˢᴨṗψ Ψʺᴨṗӟᵰψ Ψσςˣ

Å 猛暑日の作業回避ˢᴒᵰ⌠ỘỨ♁χ ᴟσςˣ

第３章 選ばれる産業への変革 ～新4K の実現～

Å ˮ τḩβϥṁ ˯τϢϥ労務費の確保・行き渡り

Å 適切な価格転嫁χ

Å CCUSの完全実施

Å ῝ẶῬⱧ ὓ労務単価の持続的な引上げ

Å 建退共の抜本的改善ˢCCUSϬᶨ ΰθйЦи ᶝỲʺ Ỳ1,000 ד χᶎ ˣ

Å ˮ社員化˯χ

Å 重層下請構造の改善

目標
Å年平均7％以上の持続的な賃上げにより、技能労働者の「所得倍増」を目指す。

Å40代での平均年収1,000万円超を目指す。

賃金χⱱ ΰ

目標
Å建設現場：すべての現場を「土日祝日（夏季、年末年始休暇を含む）一斉閉所」にする。

Å個 人：多様な働き方・休み方を選択できる。

働き方ʾ休み方ᵠᶗ

異次元の処遇改善具体的方策



建設キャリアアップシステムの概要

31ṕ Ṗ



猛暑日対策 次期雇用改善計画への要望

Â

Â

Â

Â ṕ

Ṗ

Â

Â

第71回労働政策審議会職業安定分科会雇用対策基本問題部会建設労働専門委員会に提出

32



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－ 33第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける

Å ᵰ⁯ ∙χИ˔Їτᴂαθ多様なキャリアパスχ 

Å ターゲット国ϬὨϛʺ τ ῎ễӾϞṪ Ϭ◦כ

Å 同一労働同一賃金χᾖ Ϭ

Å Ὁ σ ∙Ӿ ὓᵊχϜρʺ継続的なスキルアップϬ

Å 日本語教育や日常生活をサポートβϥ Ϭ ʾ ם σς

Å ⁯ῖ ʾᶆὺ Ộ ḧχ ὀếᴟˢ2025 3Ὦ├ ˮὺ ▀Ộτ
ΣΪϥ ᶨ ʾ τΰΪθ実行計画˯χ σם ˣ

Å ὺ 「けんせつ小町活動」Ϭήϣτᴥ

Å Ṫ ρὊᾓϬ Πθ高齢者の登録制度Ϭ Ϊʺ◙ Ԍρΰο ớ
τᶨ

Å ὺ ᾝ χ書類ḩἰỘ Ϭ ◓ᴟΰθ πʺバックオフィス業務
に集約 σς

教育施設での「学習」と建設現場での「実践」を
組み合わせた育成システムの導入

目標 すべての技能労働者が体系的に技能を習得できるようにする。

業界標準の
学習プログラムの開発

既存教育施設の
機能充実、連携強化

目標
外国人材が、建設業の主要な担い手として
キャリアアップしつつ活躍する環境を国
を挙げて整備する。

外国人材χ ớ ᶍ

目標
女性就業者数100万人

（うち、女性技能労働者数20万人）を目指す。

女性活躍χᴥ ᴟ

目標 多様な人材が快適にイキイキと働ける環境にする。

多様な人材Υᶨ πΦϥḕẽ 

第３章 選ばれる産業への変革 ～新4K の実現～

人材育成の抜本的強化具体的方策

多様な人材活躍具体的方策
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❸ 多様な人材活躍

イ）外国人材の積極的獲得

目標
外国人材が、建設業の主要な担い手としてキャリアアップしつつ活躍する環境を

国を挙げて整備する。

ˮӾ ˯Τϣˮ Ṫ ˯ϬὊοֶ Ϙπχ▫ ϙΥ μθάρΤϣʺ⁯ϞỘᵦ Υ ὀΰοʺᵰ⁯ ∙χИ˔Ї
τᴂαθ多様なキャリアパスϬ  βϥʻ

a.

⁯ϞỘᵦ Υ ὀΰοʺ τターゲットとなる国や地域ϬὨϛθ πʺ来日前に、日本語教育や技能習得を支援β
ϥ︡ ϙϬ βϥʻ

b.

ỘᵦϬấΫοʺ同一労働同一賃金の原則Ϭ βϥʻc.

Ὁ σ ∙Ӿ ὓᵊχϜρʺ⁯ ∙ρ χ継続的なスキルアップϬ βϥʻd.

⁯ϞỘᵦ χ ὀτϢϤʺ日本語教育や日常生活をサポートする体制Ϭ ʾ .βϥʻeם

ᵰ⁯ ∙ρχẶ ᾝτΰΪθὺם Ộᵦρΰοχ︡ ϙϬ βϥʻf.

コラム：以和為貴（和をもって、貴しとなす）

Ωựʺе˔кАОχớ֒ σςΥᵰ⁯ ϬṋԊτ ϬếϛοΜϥρχ ϬϢΨ τβϥʻᵰ⁯ ∙Ϭ σϥ ︣ ├ρΰο

Ϊ ϦʺὂṓΥӂΨσϥρ σ ∕ρ ΠοΰϘΞρ χ ΥḺϬ βʻ Ộּיρΰο π ϣδωʺ ᶨṁ ϜπΦʺᴪ Ϭ

ⱱνάρϜꜛ ιϧΞʻᵈˑψʺᵰ⁯ ∙Ϭὺ Ộχ︠ σ Μ︣ρΰο ρ χ Ἆπӗ ΰο Ϊϥ ḕẽϬᶎ ΰσΪϦω

σϣσΜʻ

ὺ ỘᵦπψʺCCUSρΜΞ ▀ỘτψσΜṪ Ϭיּ ΰ Ḛ Υᴦ σЄІГЭϬ ΰοΜϥʻάχϢΞσЄІГЭσςϬᶨ

ΰοὺ Ộτ μοΦοΨϦϥᵰ⁯ ∙ϬΦϛ⇔ΤΨТ϶к˔ϯАФΰʺ σ Μ︣ρΰοΰμΤϤӾ ΰοΜΨϓΦπΚϥʻ

πψ2024 τӾ Ϭ ΰʺ χṪ ם Τϣχ ḊϬ μοΜϥράϧπΚϥΥʺ ︣ ᵔ χθϛχԁⱲΰχ

Χχ☼├πψσΨʺ ṍ σ♪ τ μθ Μ︣ᶎ ʺӾ χθϛχ σ ὓϬṍ ΰθΜʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 35
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ロ）女性活躍の加速化

目標
2035年度に、建設業における女性就業者数100万人

（うち、女性技能労働者数20万人）を目指す。

2025 ͏Ὦ├ ˮὺ ▀ỘτΣΪϥ ᶨ ʾ τΰΪθם“ὓᵊ˯Ϭ τם βϥʻ

a. 国土交通省・各建設業団体間の連携を一層強化ΰʺ χ ˙ᶨ ʾ Ϭ βϥʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 36
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スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

ʾ2035 τʺᵓԌḼỘτΣΪϥ Ṫ יּ χ Ϭ ϥˢ 2023 ˣʻ

ʾ2035 τʺᵓԌḼỘτΣΪϥ Ḛ χ Ϭ ϥˢ 2023 ˣʻ

δοʺᵓԌḼỘτΣΪϥ Ԍ χ ΰ Ϭ ϥʻ

b. 日建連「けんせつ小町活動」Ϭήϣτᴥ ήδϥʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 37
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コラム：「けんせつ小町」の活躍

ὺ πψʺ2014 3ὮτϯϼЄдрФжрϬ├ ΰʺ5 ӟ τ Ṫ χיּ Ϭ βϥάρϬ
◙ΰοʺ Υӗ ΰο► πΦϥЕϱйχ σςχḕẽ ʺὺ ᾝ τΣΪϥⱲ₯ Ỡσςχ ▀
Ϟ◓ӾοϬЂЪ˔Еβϥ χ σςϬ κ ΰθʻάχ︡ ϙψʺ ΰήϜΚμθϢΞπ ⱲЫІ
ЀЬπϜ ΦΨ︡Ϥ ΫϣϦʺζχῇχӗ ᶕχˮ ᶨ ├˯Ϭ ︡ϤβϥϜχρσμθʻ

2014 10Ὦτψʺὺ Ộπ Ψ θκχһ Ϭ῝ ΰˮΪϭδν ˯ρὨ ΰʺкЁЫ˔ϼϜ ⌠ΰ
θʻ₈πψ Ϝ‰ϘϤʺ τϜΪϭδν χᶨ Ϭ τΰοΜθιΜοΜϥʻ ᶨ
ψּזᵓχЕйрЖρσϤʺὺ Ộπ Ψ χ ψ10 ρ ϓϦω ΦΨ όοΦοΜϥΥʺ ὺ
πψʺ ᶨ χῢᴲϬ μθϜχρΰοʺὺ ỘτΣΪϥ χᶨ τσΣԁ ớ τ︡Ϥ ϘσΪ
ϦωσϣσΜʻ



スマートなけんせつのチカラで未来を切り拓く－建設業の長期ビジョン2.0－

目標 多様な人材から選ばれるために快適にイキイキと働ける環境にする。

ハ）多様な人材が活躍できる環境構築

Ṫ ρὊᾓϬ Πθ高齢者の登録制度Ϭ Ϊʺ◙ Ԍρΰο ớ τᶨ ΰοϜϣΞʻa.

ρΰοṍ ήϦϥ退職自衛官の入職Ϭ⁯ρỘᵦ Υ ὀΰοế τ βϥʻb.

ὺ ᾝ ϒχ多様な働き方ˢО˔ЕЌϱЭσςˣχ Ϭᶈ βϥʻc.

ὺ ᾝ τΣΪϥ ḩἰỘ Ϭ ◓ᴟΰθ πʺバックオフィス業務に集約βϥάρτϢϤʺⱲḧʾ τρϣϩϦγ
τ⌠ỘΥπΦϥ ӽϬᶈ βϥʻ

d.

DX、ロボット等の新技術の普及τϢϤ ʾ Ϭ ϩγʺІЭ˔ЇΤνᵙ τ⌠ỘΥπΦϥ ӽϬᶈ βϥʻe.

コラム：CCUSとの連動による「労働者派遣事業」の解禁を

ᾝ∕ʺˮ יּ ᾏⱧỘ˯ψᾖ ᴦ ρήϦʺ ᵰ τКϹГϰУзІЕρΜΞἹπὺ ỘϬḯϚϩγΤ͑Ộ Υ יּ ᾏ τϢϤỨ♁

ήϦοΜϥʻ

ὺ Ộπˮ יּ ᾏⱧỘ˯ΥỨ♁ήϦοΜϥχψʺ ᴞ   τΣΜοӂלỘּיτϢϥ ḧ│︡χΣζϦΥ‰Μάρ Υ πΚϥΥʺ

ᴮθΰο₈ῇϜ ϬϜνχιϧΞΤʻ

ὺ ỘψʺⱲṍϞ ӽτϢμο ḨΥ αϥάρΥ ΪϣϦσΜάρϜΚϤʺ ᾏχИ˔Їψ‰ΜʻϘθʺự ψʺ Ψ χӪ꜡Ϝ ᴟ

ΰοΦοʺ τΰωϣϦσΜ Φ Ϭ Ϛ Ϝ σΨσΜʻם∑ʺὺ ᾝ πψʺṪ χיּ ᾏψỨ♁ήϦοΜϥԁ πʺỨ♁

πψσΜ☼ῬḚ Ԍχ Ψψ ᾏπ ϩϦοΜϥʻ

Ṫ χיּ ἎτνΜοψʺάϦϘπḂ ϬấΫθ︡ ϙτϢϤʺάά11 π ỡ20̋ βϥσς ᵠ Υ ϭπΜϥʻ

ήϣτʺˮ χṁ ˯Υ├ ήϦϦωʺCCUSχṪ йЦиτᴂαθ Ỳχ◦ ΜΥ ήϦοΜΨάρρσϥπΚϧΞʻ

άΞΰθάρϬ ϘΠϥρʺὺ ỘτΣΪϥ ᾏχԁ Ứ♁ψʺζϧζϧᾋ ΰοϜϢΜχπψσΜιϧΞΤʻ σΨρϜCCUSχйЦи

ᴣϬ ΪθṪ τνΜοψʺςάπיּ άΞρṪ ϞὊᾓτᴂαθ ἎΥᶎ ήϦϥάρρσϥχπʺ ᾏχ ρΰοϜ₯ΰ◦Π

σΜϢΞτ◘ΠϥχιΥ˜ʻ

第Ⅱ部 2035年に向けて建設業は突き抜ける 38

第３章 選ばれる産業への変革 ～新4Kの実現～



技能労働者の流動性の向上 次期雇用改善計画への要望

Â

Â

Â

Â

Â ṕCCUS Ṗ

CCUS ṕ Ṗ

Â CCUS

a.

b.

c. CCUS

第71回労働政策審議会職業安定分科会雇用対策基本問題部会建設労働専門委員会に提出
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第４章 すべてのサプライチェーンにおけるWin-Win関係の構築

技能労働者の減少が見込まれる中、堅調な建設需要に持続的に対応していくためには、

「けんせつのチカラの強化」（第２章）や「選ばれる産業への変革」（第３章）を

推進する基盤として、サプライチェーン全体でWin-Winな関係を構築

良好なコミュニケーションの促進

新たな請負契約のルールの導入

進まない価格転嫁 技能労働者へのシワ寄せ

発注者 元請 協力会社



改正建設業法等の概要①
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Å 経営層 χӪ꜡ᵠᶗ

Å ὺ Ộ τϢϥ「法令適正履行宣言」ˢᴠ ˣχם☼

Å ḧ יּ ϒχ ớ σ ΦΤΪρ“ Ϭ β認証制度 χם☼

Å カスタマーハラスメントχ₢

Å 契約セミナーχם☼σς

Å ᴞ ︡ԏ ᴟτḩβϥ自主行動計画τ
ṁξΨ︡ ϙχ σς

Å ḧῬⱧχ ρσϥ︡ ϙϬṍ

Å 建設Gメンχ◙ ʺADRχᶨ

すべてのサプライチェーンにおけるWin-Win関係の構築具体的方策

「共利」の実現に向けた当事者の意識変革

契約リテラシーの向上 公共発注者の率先垂範

協力会社との「共利」 公的機関等の適切な関与

第４章 すべてのサプライチェーンにおけるWin - Win 関係の構築
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第Ⅲ部 常に推進すべきこと

第１章 コンプライアンスの徹底

各主体によるコンプライアンスの徹底

Åὺ Ộ Ϭψαϛʺᾕ ḼỘϜẸ ᵓּזϜʺ ϙ ΫοΦθὺ Ộτ βϥṍ Ϟ ψʺЀрФж
ϱϯрІӸ τϢϤḛ τ ϦοΰϘΞϜχπΚϥάρϬ ṜΰʺζϦηϦχ π πЀрФжϱ
ϯрІχ τ︡Ϥ Ϛʻ

ダンピングの排除

ÅЍрСрϽψʺζϦꜛ Υ Ӹ πΚϥάρψϜρϢϤʺẸ ᵓּזϞṪ ϒχΰϩṄδϞיּ ל
χ ᴞϬ ΦʺϋΜοψὺ ▀Ộ Ϭֿפ ᴟήδϥάρτσϥάρϬ ϘΠʺὺ Ộᵦ π
ᴣᶊπχ Ϭ βϥʻ

社会的信頼の獲得

ÅЀрФжϱϯрІχ ψϜρϢϤʺ῝ Τν σḼỘᶨם χם ʺὺ Ộτḩϩϥβϓοχ χ
ᾂχ ᵓρχẶזּʺ τḩβϥᶨ Ϭ ᵫΰʺὺ Ộτ βϥּזᵓχ Ϭ‰ϛϥʻ
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第２章 安全対策の徹底

次世代に向けた安全対策の深化

Åὺ ỘπψỘᵦ χ︡ ϙτϢϤ ←ᵲΥᾚ ἱΰτΚϥʻ₈ῇϜӗ Ω χ χϜρʺ
︢ϞзІϼϯЈІЮрЕχ ʺᾝ ОЕк˔иϞᾆ χὋ τᴥΠʺAIσςτϢϥṐᵣ Ὲ

χ Ϝ ϛοΜΨʻ

外国人労働者の増加に伴う安全確保

Å ῎ễӾϞ ᴟᾆ τᴥΠʺ ṐϞ ᾠ῎ ᵊʺСϼЕϽжЭσςχễӾ◦כБ˔иχᶨ
Υ πΚϥʻ

Åӗ τḩβϥЀЬвИϾ˔Єдрτ Υ ασΜϢΞʺᵰ⁯ τṄϤ μθˮϞήΰΜ ῎˯π
χ Ϟʺ χᵰ⁯῎ϞӰ ᴟχ ᵔ ΥẐϛϣϦϥʻ

健康管理の推進

Åὺ ᾝ πψᴒᵰ⌠ỘΥ Ψʺ зІϼΥ‰Μʻ Ẕᴛ ᴟτϢϥ χ ᴟϬ ϘΠʺẈἾχ
ᶎ Ϟ⌠ỘⱲḧχ ʺ ễӾʺừẍⱲχ ᴂσς χ ├Ϭ βϥάρΥ πΚϥʻᴥΠοʺ
ˮ ⁮ χ ˯ˮ︣ χ⌠ ˯ˮḩἰּיϒχ ˯σςτϢϤ ᴟχ ♁Ϭ ϥ ΥΚϥʻ

Å ἷЀкЗϬὊοḇ ├χ Ϝ™ ꜡ήϦοΣϤʺ₈ῇχОрДЬАϼϒχ ΠΥẐϛϣϦϥʻ

Å‰ χṪ χיּ ᴥτ Μʺὲῴ Ϟ⌠Ộ ᴻχὖᾚρΜμθὓᵊ σὲῴḚ Ϝ ᴦὧπΚϥʻ

契約の適正化の推進

Å σ☼Ῥχᶎ ρʺ ←ᵲϞ῝ ←ᵲ χ ♁Ϭ ϥθϛʺ σ ỲϞῬṍπχ Ἰ τ
ϛϥʻ
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建設業の本来の魅力の積極的な発信

Åὺ ỘΥֿבΜ ʺ ʺᵰ⁯ Τϣ ωϦϥ▀ỘρσμοΜΨθϛτψʺˮὺ Ộχ χ ˯Ϭ
™ Ṱΰθ πʺ ớ τ μο οΜΨάρΥ πΚϥʻ

Å χ ψʺ ὺ χᶨ ιΪπσΨʺᶆᵓԌḼỘΥ χῲ ᶨ χ π ớ τ“ΞρρϜτʺ
χὺ Ộ Ϟ“ Ṑḩ ρϜ ὀΰʺỘᵦ χ︡ ϙρΰο ᵫΰοΜΨʻ

新4Kの効果的訴求

Å 3Kˢẚ Υ ΜʺẈᴭΥρϦϥʺṆ ΥϜοϥˣτΣΜοӰⱳᾕχ Ἆᵠ Ϭ ϤσΥϣʺˮ͙ͭ
Ϭᶨ ΰθІЫ˔Еσ Φ χםᾝ˯Ϟˮ ᴟβϥ θσּזᵓ ᴿ χᵔὨϒχ‟ᾅ˯σςτϢϤʺ
4ν χ͠πΚϥˮΤμάΜΜ˯Ϭ ẐΰοΜΨʻ

第３章 建設業の魅力の発信

給与が良い

Å 年平均7％以上の賃上げで「所得倍増」を
Å 40代での平均年収1,000万円超を

希望がもてる
Å 退職金1,000万円超の確保
Å 「社員化」の推進、技能労働者育成システム

の導入

休暇がとれる
Å すべての現場を「土日祝日（夏季、年末年始休暇

を含む）一斉閉所」に
Å 個人として多様な働き方・休み方を選択できる

かっこいい
Å DXの更なる活用でスマートな働き方を
     実現
Å 多様化する新たな社会的課題の解決にも
     貢献する付加価値産業

新4Kの実現

45第Ⅲ部 常に推進すべきこと
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